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学習指導要領の研究（その2）
一新旧学習指導要領特別活動の対比と
その考察（小学校、中学校）一
中谷陽子1・生野金三1・北村好史2
（1白鴎大学教育学部；2埼玉県新座市立第四中学校）
1はじめに
平成20年1月中央教育審議会は「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及
び特別支援学校の学習指導要領等の改善について」の答申を発表した。こ
こには、教育課程の基準の改善のねらいが示されるとともに、教育課程を
編成するための一般方針、各教科等別の主な改善事項が掲げられている。
その中で特別活動をめぐっては、
その課題を踏まえ、特別活動と道徳、総合的な学習の時間のそれぞれ
の役割を明確にし、望ましい集団活動や体験的な活動を通して、豊か
な学校生活を築くとともに、公共の精神を養い、社会性の育成を図る
という特別活度の特質を踏まえ、特によりよい人間関係を築く力、社
会に参画する態度や自治的能力の育成を重視する（1）。
と目標や内容の見通しが指摘されている。
ここで着目すべきは、まず「人間関係」という文言が挿入され、それが
特別活動の中核となり、望ましい集団活動や体験を通してよりよい生活や
人間関係を築くことを目指す教育活動であることが明確になったことであ
る。「人間関係」をめぐっては後述するが、ここでその必要性の一端につ
いて触れておく。特別活動においては、人間関係構築や社会参加への実践
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的態度の育成を志向しなければならないが、斯様なことを念頭に置いて現
在の社会の様相を見てみるとき、人と人との隙間を携帯電話やウェブや
チャットやファミコン等で埋め、人間関係の希薄化や空洞化が生じ、そこ
からいじめも起きている。斯様な状況下においては、他者を尊重し、自ら
を発揮しながら相互に繋がり合うような集団を形成することは極めて厳し
いと考える。こうした今日的課題解決の観点より特別活動に「人間関係」
づくりが要請されたのである。
次いで、着目すべきは「社会参画」という文言である。今日における子
供達の生活の様相を見てみると、そこでは子供達の無気力が顕著になり、
そして自ら進んで他者に関わろうとせず、他者からの指示を待って行動す
る子供たちの姿が顕著になっていると言及されている。言ってみれば、教
師の指示には従順であるが、自ら進んで学ぼうとしない指示待ち人間が多
いということである。斯様な子供達の実態に鑑み、自ら他者に働き掛ける
力の育成を志向し、特別活動に「社会参画」という文言が掲げられたので
ある。
最後に、着目すべきは「自治的能力」という文言である。特別活動の基
盤は、子供達の日常「生活」それ自体である（2）。斯様なことを念頭に置く
とき、学級や学校においては「生活」をよりよく築くための「自治的能
力」を重視していく必要がある。このことは、近代教育の父と言及され、
教育上不滅ゐ業績を残したペスタロッチが生活即教育という独自の論を展
開していることからも窺い知ることができよう。
以上は、今回の学習指導要領（特別活動の）の改訂、特に重要視された
全体目標に関する内容である。次いで、言語能力の育成・活用の重視とい
う観点より触れる。これも今回の学習指導要領（特別活動の）の改訂にお
いて特に重要視されている内容である。その前に今回の学習指導要領改訂
において言語能力の育成や活用が如何に重要視されているかについて触れ
ておく。それをめぐっては、「全領域にわたって言語活動の充実」という
項のもとに以下のように指摘する。
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●全領域にわたって言語活動の充実
各教科等における言語活動の充実は、今回の学習指導要領の改訂におい
て各教科を貫く重要な改善の視点である。国語を始めとする言語は、知的
活動（論理や思考）でだけでなく、コミュニケーションや感情・情緒の基
盤であり、国語科においてこれらの言語の果たす役割に応じた能力、そし
て感情や情緒をはぐくむことを重要視している。特に小学校の低・中学年
おいて、漢字の読み書き、音読や暗唱、対話、発表等により基本的な国語
の能力の定着が求められている。加えて、古典の暗唱等により言葉の美し
さやリズムを体感させるとともに、発達段階に応じて、記録、要約、説明、
論述等といた言語活動を行う能力を培うことが求められている。各教科等
における言語活動の充実に当たっては、教師がその必要性を十分理解し、
言語活動を各教科の指導計画に位置付け、そして授業の構成や進め方を改
善することが必要である。更に、教科書に取り上げられている言語活動の
活用等の指導の工夫、読書活動の推進、学校図書館の活用、学校における
言語環境の整備等の条件整備が必要である。
斯様なことを踏まえ、特別活動において言語能力の育成や活用を如何に
重要視しているか見てみる。「特別活動と各教科、道徳、外国語及び総合
的な学習の時間などの関連」の項において、
特別活動における集団活動は、意見の異なる人と折り合いを付けた
り、他者と議論して集団としての意見をまとめたりする話合いや、体
験したことや調べたことをまとめたり発表し合ったりする活動が多様
に展開される（3）。
と指摘する。ここにおいては、国語科で身に付けた「話すこと・聞くこ
と」等の言語活動が展開され、特別活動が言語能力の育成や活用の場とし
て重要な役割を果たしていることが分かる。具現すれば、「意見の異なる
人と折り合いを付けたり」「集団としての意見をまとめたりする話合い」
等からは、「話すこと・聞くこと」の言語活動が展開され、そしてそれに
よってよりよい生活の人間関係を築いたり、集団の一員としての自己の良
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さを生かし連帯感が生まれたりすることが可能である。更に、「まとめた
り」「発表し合ったり」等からは、「話すこと」「書くこと」（音声言語〈話
す〉による表現や文字言語〈書く〉による表現）等の言語活動が展開さ
れ、自主的、実践的な態度の育成が可能となる。簡約すると、この特別活
動の展開は国語科における「A話すこと・聞くこと」「B書くこと」
等の言語能力を養うための学習としても活かされるのである。
本研究では、このことを踏まえ特別活動の学習指導要領か如何なる内容
に改訂されたのかを学習指導要領の新旧対照表を基に探り、特別活動の改
訂の特徴（特色）を明らかにすることを目的とする。
H「特別活動」改訂のポイント小学校
●小学校の場合
特別活動の学習指導要領の対照表（小学校の場合）を見ると、目標、各
活動・学校行事の内容、更には指導計画の作成と内容の取扱い等の改善が
みられる。以下に特別活動の改訂のポイントを簡約する。
まず、目標においては、総ての活動や学校行事の目標に「人間関係」と
いう文言が加えられたことである。これは、特別活動がよりよい生活や人
間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育てる教育活動であること
をより一層明確にするため（4）の文言である。いま一つは、「自己の生き方
についての考え方を深め、自己を生かす能力を養う」という文言が加えら
れたことである。斯様な背景には道徳の改善を踏まえ、道徳の実践の指導
の充実を図る観点が存在している。
次いで、「学級活動」において「第1学年及び第2学年」「第3学年及び
第4学年」「第5学年及び第6学年」等にそれぞれ目標が新設されたこと
である。そして、いずれの学年においても取り扱う内容を「共通事項」と
して示したことである。そこでは、活動内容に（1）について、児童が協
力してよりよい生活をつくる活動内容であることを確認するため、「学級
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や学校の生活づくり」と改められ「生活」がクローズアップされたことで
ある。
更に、「児童会活動」においては、内容を明確にして活動の充実を図る
ために「（1）児童会の計画や運営」「（2）異年齢集団による交流」「（3）
学校行事への協力」等の内容が加えられたことである。就中、ここでは異
年齢集団での活動が重要視されている。
更にまた、「クラブ活動」においては、児童会活動と同様に内容を明
確にした活動の充実を図るために新たに「（1）クラブの計画や運営」
「（2）クラブを楽しむ活動」「（3）クラブの成果の発表」等の内容が加
えられている。そして、ここでも児童会活動と同様に異年齢集団の活動が
重要視されている。
今一つの「学校行事」においては、自然の中での「集団合宿活動」が新
たに加えられて重要視されて、加えて「学芸的行事」を「文化的行事」と
改めたことである。
最後の「指導計画の作成と内容の取扱い」であるが、各学校で作成すべ
き「特別活動の全体計画」や「各活動・学校行事の年問指導計画」等各学
校で作成すべき指導計画が明確に示された。これは、特別活動の指導計画
の作成やその活用が不十分であったり、必ずしも全教職員の共通理解の下
に組織的に取り扱われていなかったりするなどにより、各学級や学校で
扱う内容や指導法の方法に相違が生まれた（5）という指摘があったからであ
る。加えて、ここでは前述の如く言語活動の充実を志向して、よりよい生
活を築くために集団としての意見をまとめる等の話合い活動の充実を重要
視している。
皿小学校学習指導要領に係る新旧対照表
※変更された表現
※羅加えられた語句や事項
※変更された表現
※灘削除された語句や事項
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小学校学習指導要領新旧対照表（特別活動）
新
第6章特別活動第1目標
望ましい集団活動を通して、心身の
調和のとれた発達と個性の伸長を図
り、集団の一員としてよりよい生活や
人間関係を築こうとする自主的、実践
的な態度を育てるとともに、灘舞纏馨
第2各活動・学校行事の目標及び内容
〔学級活動〕
1目標
学級活動を通して、望ましい人間関
係を形成し、集団の一員として学級や
学校におけるよりよい生活づくりに参
画し、諸問題を解決しようとする自主
的、実践的な態度や健全な生活態度を
育てる。
2内容
学級を単位として、仲良く助け合い
学級生活を楽しくするとともに、日常
の生活や学習に進んで取り組もうとす
る態度の育成に資する活動を行うこと。
学級を単位として、協力し合って楽
しい学級生活をつくるとともに、日常
の生活や学習に意欲的に取り組もうと
する態度の育成に資する活動を行うこ
と。
学級を単位として、信頼し支え合っ
て楽しく豊かな学級や学校の生活をつ
くるとともに、日常の生活や学習に自
主的に取り組もうとする態度の向上に
資する活動を行うこと。
旧
第4章特別活動第1目標
望ましい集団活動を通して、心身の
調和のとれた発達と個性の伸長を図る
とともに、集団の一員としての自覚を
深め、協力してよりよい生活を築こう
とする自主的、実践的な態度を育てる。
第2内容
A学級活動
学級活動においては、学級を単位と
して、学級や学校の生活の充実と向上
を図り、健全な生活態度の育成に資す
る活動を行うこと。
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
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〔共通事項〕
（1）学級や学校の生活づくり
ア学級や学校における生活上の諸問
題の解決
イ学級内の組織づくりや仕事の分担
処理
（2）日常の生活や学習への適応及び健
康安全ア希望や目標をもって生きる態度の
形成
イ基本的な生活習慣の形成
ウ望ましい人間関係の形成
オ学校図書館の利用
力心身ともに健康で安全な生活態度
の形成
望ましい食習慣の形成
〔児童会活動〕
1目標児童会活動を通して、望ましい人間
関係を形成し、集団の一員としてより
よい学校生活づくりに参画し、協力し
て諸問題を解決しようとする自主的、
実践的な態度を育てる。
2内容学校の全児童をもって組織する児童
会において、学校生活の充実と向上を
図る活動を行うこと。
（1）学級や学校の生活の充実と向上
に関すること。学級や学校におけ
る生活上の諸問題の解決、学級内
の組織づくりや仕事の分担処理な
ど（新設）
（2）日常の生活や学習への適応及び
健康や安全に関すること。
希望や目標をもって生きる態度の形
成、基本的な生活習慣の形成、望まし
い人間関係の育成、学校図書館の利用、
心身ともに健康で安全な生活態度の形
成、学校給食と望ましい食習慣の形成
など
（新設）
B児童会活動
童をもって組織する児童会において、
学校生活の充実と向上鱗灘難1鰯羅雛難
活動を行うこと。
（新設）
（新設）
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〔クラブ活動〕
1目標クラブ活動を通して、望ましい人間
関係を形成し、個性の伸長を図り、集
団の一員として協力してよりよいクラ
ブづくりに参画しようとする自主的、
実践的な態度を育てる。
2内容学年や学級の所属を離れ、主として
第4学年以上の同好の児童をもって組
織するクラブにおいて、灘「
する活動を行うこと。
〔学校行事〕
1目標学校行事を通して、望ましい人間関
係を形成し、集団への所属感や連帯感
を深め、公共の精神を養い、協力して
よりよい学校生活を築こうとする自主
的、実践的な態度を育てる。
2内容全校又は学年を単位として、学校生
活に秩序と変化を与え、学校生活の充
実と発展に資する体験的な活動を行う
こと。
Cクラブ活動
の所属を離れ、主として第4学年以上
の同好の児童をもって組織するクラブ
において、共通の興味・関心を追求す
る活動を行うこと。
（新設）
（新設）
D学校行事
を単位として、学校生活に秩序と変化
生活の充実と発展に資する体験的な活
動を行うこと。
（新設）
（新設）
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（1）儀式的行事
学校生活に有意義な変化や折り目を
付け、厳粛で清新な気分を味わい、新
しい生活の展開への動機付けとなるよ
うな活度を行うこと。
（2）文化的行事
平素の学習活度の成果を発表し、そ
の向上の意欲を一層高めたり、灘麟欝
うこと。
（3）健康安全・体育的行事
心身の健全な発達や健康の保持増進
などについての関心を高め、安全な行
動や規律ある集団行動の体得、運動に
親しむ態度の育成、責任感や連帯感の
酒（かん）養、体力の向上などに資す
るような活動を行うこと。
（4）遠足・集団宿泊的行事
素と異なる生活環境にあって、見聞を
広め、自然や文化などに親しむととも
や公衆道徳などについての望ましい体
験を積むことができるような活動を行
うこと。
（5）勤労生産・奉仕的行事
勤労の尊さや生産の喜びを体得する
とともに、ボランティア活動などの社
会奉仕の精神を養う体験が得られるよ
うな活動を行うこと。
第3指導計画の作成と内容の取扱
い（割愛）
（1）儀式的行事
学校生活に有意義な変化や折り目を
付け、厳粛で清新な気分を味わい、新
しい生活の展開への動機付けとなるよ
うな活動を行うこと。
（2）学芸的行事
平素の学習活動の成果を総合的に生
かし、その向上の意欲を一層高めるよ
うな活動を行うこと。
（3）健康安全・体育的行事
心身の健全な発達や健康の保持増進
などについての関心を高め、安全な行
動や規律ある集団行動の体得、運動に
親しむ態度の育成、責任感や連帯感の
酒養、体力の向上などに資するような
活動を行うこと。
（4）遠足・集団宿泊的行事
平素と異なる生活環境にあって、見
聞を広め、自然や文化などに親しむと
ともに、集団生活の在り方や公衆道徳
などについての望ましい体験を積むこ
とができるような活動を行うこと。
（5）勤労生産・奉仕的行事
勤労の尊さや生産の喜びを体得する
とともに、ボランティア活動など社会
奉仕の精神を酒養する体験が得られる
ような活動を行うこと。
第3指導計画の作成と内容の取扱
い（割愛）
●考察
「第1目標」「学級活動」「児動会活動」「クラブ活動」「学校行事」
等について触れることにする。
●「第1目標」について
新旧対照法を一覧して気付くことは、「人間関係」「自己の生き方につ
いての考えを深め、自己を生かす能力を養う」等の部分が従来の学習指
導要領と異なっている点である。まず、前者の「人間関係」について
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見てみる。「人間関係」の前後の文言よりこの部分を考えてみると、そ
こでは様々な活動を通して、自分の所属する集団への所属意識をもち、
集団の一員とし自覚をもって生活の向上のために進んで貢献していこう
とする社会性の基礎を育成していくこと（6）を願っている。その具体的顕
現として、学習指導要領においては学級や学校の生活づくりのために自
己の役割や責任を果たす役割、多様な他者と互いのよさを認め合って協
力する態度、人権を尊重する態度などの基礎（7）の育成を指摘する。
一方、後者の「自己の生き方についての考えを深め、自己を生かす能
力を養う」につい見てみる。この部分は、集団の一員としてよりよい生
活や人間関係を築こうとする多様な集団活動を通して、望ましい認識が
もてるようにするとともに、集団の中で自己を生かす能力を養っていく
こと（8）を願っている。言ってみれば、ここでは未来志向のもとに自己の
生活改善を図ろうとするよりよい認識を持ったり、集団の中において他
者との関わり（協調的に）において自己のよさや可能性に気付き、それ
を学級や学校の中でより生かす能力を養ったりすることを願っている。
●「学級活動」について
従来の学級活動においては、活動を通して如何なる態度や能力を育て
るかが定かでなかったという指摘があった。斯様なことを踏まえ、今回
は学級活動を通して児童に育てたい態度や能力が新設された。そこで
は、「望ましい人間関係」「よりよい生活づくりに参画」等の内容が強調
されている。斯様なことを念頭において、「2内容」に目を転じてみ
ると、そこでは目標の重要語句である二者が学習者の発達段階（具体的
には低・中・高学年毎に）に応じて具現されている。以下にその様相を
見てみる。学級活動において、「望ましい人間関係」そして「よりよい
生活づくり」は、学習者の発達段階に応じて、次のように整理されてい
る。まず、前者の「望ましい人間関係」をめぐっては、低学年（第1
学年及び第2学年）では「仲良く助け合おうとする人間関係」、中学年
（第3学年及び第4学年）では「協力し合おうとする人間関係」、高学
年（第5学年及び第6学年）では「信頼し支え合おうとする人問関係」
等の育成が重要視されている。次に、後者の「よりよい生活づくり」を
めぐっては、低学年（第1学年及び第2学年）では「学級生活を楽しく
する」、中学年（第3学年及び第4学年）では「楽しい学級生活をつく
る」、高学年（第5学年及び第6学年）では「楽しく豊かな学級や学校
の生活をつくる」等の育成が重要視されている。斯様に学級活動の内
容が低・中・高学年毎に明示されたことにより、その指導が発達段階
に即してより適切になり、効果的に児童を育てていくことができよう。
また、学習指導要領においては、いずれの学年においても取り扱う内
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容を「共通事項」として「（1）学級や学校の生活づくり」「（2）日常
の生活や学校への適応及び健康安全」等の二者を明示している。着目す
べきは前者の「（1）学級や学校の生活づくり」に「ア学級や学校に
おける生活上の諸問題の解決」「イ学級内の組織づくりや仕事の分担
処理」「ウ学校における多様な集団の生活の向上」等の三者を掲げ
教師の適切な指導のもとに児童自ら楽しく充実した学級や学校の生活を
つくっていくこと（8）を願っている。
●「児動会活動」について
児動会活動は、学級の全児童をもって組織し、異年齢集団によっ
て諸問題を解決しようとする自発的、自治的な活動を行うことを特
質としている。ここでも学級活動と同様に児童会活動を通して児童
に育てたい態度や能力が新設されている。そこでは、「望ましい人
間関係」「よりよい学校生活づくりに参画」等の内容が強調されて
いる。前者の「望ましい人間関係」は学級活動でも同様に掲げられ
ている。この「望ましい人間関係」をめぐっては、学級や学校の枠
を超えた異年齢集団活動を通して、上学年が下学年を思いやり、下
学年が上学年にあこがれをもち、仲良く、協力し、信頼し支え合
おうとする人間関係（9）を築く態度の形成を図ることを求めている。
次いで、児童会活動の内容をめぐっては、前述の如く「（1）児童会の
計画や運営」「（2）異年齢集団による交流」「（3）学校行事への協力」
等の三者の内容が新設されている。これは、言うまでもなく学校全体の
児童をもって組織する児童会活動においては、学校生活の充実と向上を
図る活動を行う立場からである。以下においては、児童会活動の特色で
ある「（2）異年齢集団による交流」についての様相を見てみる。ここ
では、全体児童が一堂に会して行われる全校児童集会等学年や学級の異
なる友達と楽しく触れ合い、交流を図ることによって望ましい人間関係
を深めるような異年齢集団活動を行うことを願っている。
●「クラブ活動」について
クラブ活動は、主として第4学年以上の児童で組織し、学年や学級の
児童が異なる同好の児童が互いに協力し、信頼し支え合って活動を行う
ことを特質している。ここでも学級活動、児動会活動等と同様にクラブ
活動を通して児童に育てたい態度や能力が新設されている。そこでは、
「望ましい人間関係を形成」「個性の伸長」「よりよいクラブづくりに参
画」等が強調されている。ここでは、発達の段階や経験の差を理解し、
それぞれの良さに目を向けて励まし合えるようにするなど、学年や学級
が異なる同好の児童が互いに協力し、信頼し支え合うとする人間関係を
築くことができるようにすること（1。）を願っている。クラブ活動は、発達
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段階の異なる同好の児童が共通の興味・関心を追及す故、個性の伸長を
図るという観点より他者との人間的な触れ合いの中で認め合うことがで
きるようになることを願っている。
次いで、クラブ活動の内容をめぐっては、前述の如く「（1）クラブの
計画や運営」「（2）クラブを楽しむ活動」「（3）クラブの成果の発表」
等の三者が新設されている。これらは、言うまでもなく異年齢集団にお
いて交流を深め、共通の興味・関心を追及する活動を行う立場からであ
る。
●「学校行事」について
学校行事は、全校又は学年という大きな集団を単位として組織
し、所属感や感動体験を深め、公共の精神を養い、協力してよりよ
い学校生活を築こうとする態度の育成を願っている。ここでも学
級活動、児動会活動、クラブ活動等と同様に学校行事を通して児
童に育てたい態度や能力が新設されている。そこでは、「望ましい
人問関係を形成」「所属感や連帯感」「公共の精神」「よりよい学校
生活を築こう」等が強調されている。ここでは、全体または学年と
いう大きな集団を単位とし、集団活動や感動体験を通しって望まし
い人間関係を学び、そして集団への所属感や連帯感を深め、協力し
てよりよい学校生活を築ごうする態度を育てることを願っている。
次いで、学校行事の内容をめぐっては、「（1）儀式的行事」「（2）
文化的行事」「（3）健康・安全行事」「（4）遠足・集団宿泊的行事」
「（5）勤労生産・奉仕的行事」等の五者が掲げられている。ここで着
目すべきは従来の「（2）学芸的行事」が「（2）文化的行事」に変更さ
れたことである。これには、日常の学習の成果を総合的に発展させ、発
表し合って鑑賞する場合と児童の手によらない作品や催し物を鑑賞する
場合との二者が存在する。
最後に「言語活動の充実」について触れておく。これをめぐっては、
「第4章の第2節【内容の取扱いについての配慮事項】」に諸問題を話
合いで解決したり、自分の考えを表現したり、人を説得したり、集団の
意見をまとめたり等と「話すこと・聞くこと」「書くこと」等の言語活
動を重要視している。
lV「特別活動」改訂のポイント中学校
以下に改訂のポイントを簡約する。
●全体目標に関する記述に、「よりよい人間関係を築こうとする自主
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的・実践的な態度を育てる」という文言が付け加えられた。
●各活動（学級活動・生徒会活動・学校行事）の目標が新たに設定され
た。
●学級活動
（目標）＝「望ましい人間関係を形成し」、「よりよい生活づくりに参画
し」が明示された。
（内容）＝「（1）学級や学校の生活づくり」「（2）適応と成長及び健康
安全」「（3）学業と進路」という三つの観点から17の項目が箇条
書きで示された。「など」という文言がはずされた。「選択教科等
の適切な選択」が削除された。「青年期の不安や悩み」という表
現が、「思春期の不安や悩み！に改められた。「ボランティア活動
の意義の理解」に「活動」が付け加えられた。「学校給食と望ま
しい食習慣の形成」に「食育の観点を踏まえた」という記述が付
け加えられた。「働くことの意義の理解」が付け加えられた。
●生徒会活動
（目標）＝全体目標を受け、「望ましい人問関係を形成し、集団や社会の
一員としてよりよい学校生活づくりに参画」が明示された。
（内容）＝「（1）生徒会の計画や運営」「（2）異年齢集団による交流」
が位置付けられた。
●学校行事
（目標）＝「望ましい人間関係を形成し」、「公共の精神を養い」が明示さ
れた。
（内容）＝「学芸的行事」という表現が「文化的行事」に変更された。「勤
労生産・奉仕的行事」の中に、「職場体験」「共に助け合って生き
ることの喜びを体得し」という文言が付け加えられた。
●指導計画の作成と内容の取扱い。
・各教科、道徳及び総合的な学習の時間などの指導との関連を図ること
の重要性が改めて指摘された。
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・体験活動を通して気付いたことなどを振り返り、まとめたり、発表し
合ったりするなど言語活動の充実が明示された。
・話し合い活動や自分たちできまりをつくって守る活動など、人間関係
を形成する力を養う方向性が示された。
V中学校学習指導要領に見る新旧対照表
※
※
．変更された表現
加えられた語句や事項
※
※
変更された表現
削除された語句や事項
新
第5章特別活動
第1目標
望ましい集薗活動を通して、心身の
調和のとれた発達と個性の伸長を図
り、集団や社会の一員としてよりよい
的、実践的な態度を育てるとともに、
人間としての生き方についての自覚を
深め、自己を生かす能力を養う。
第2各活動・学校行事の目標及び内
容1目標〔学級活動〕
獺灘鍵諸問題を解決しようとする自主
的、実践的な態度や健全な生活態度を
育てる。
2内容学級を単位として、学級や学校の生
活の充実と向上、生徒が当面する諸課
題への対応に資する活動を行うこと。
（1）学級や学校の生活づくり
ア学級や学校における生活上の諸問
題の解決
旧
第5章第1目標
第1目標
望ましい集団活動を通して、心身
の調和のとれた発達と個性の伸長を
図り、集団や社会の一員としてより
よい生活を築こうとする自主的、
実践的な態度を育てるとともに、
人間としての生き方についての自覚
を深め、自己を生かす能力を養う。
第2内容
A学級活動
学級活動においては、学級を単位と
して、学級や学校の生活への適応を図
るとともに、その充実と向上、生徒が
当面する諸課題への対応及び健全な生
活態度の育成に資する活動を行うこと。
（1）学級や学校の生活の充実と向上
に関すること。
学級や学校における生活上の諸問題の
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イ学級内の組織づくりや仕事の分担
処理
ウ学校における多様な集団の生活の
向上
（2）適応と成長及び健康安全
??????思春期の不安や悩みとその解決
自己及び他者の個性の理解と尊重
社会の一員としての自覚と責任
男女相互の理解と協力
望ましい人間関係の確立
ボランティア活動の意義の理解躍i
キ心身ともに健康で安全な生活態度
や習慣の形成
ク性的な発達への適応
望ましい食習慣の形成
（3）学業と進路
ア
イ自主的な学習態度の形成と学校図
書館の利用???ー進路適性の吟味と進路情報の活用
望ましい勤労観・職業観の形成
主体的な進路の選択と将来設計
目標〔生徒会活動〕
協力して諸問題を解決しようとする自
主的、実践的な態度を育てる。
2内容学校の全生徒をもって組織する生徒
会において、学校生活の充実と向上を
図る活動を行うこと。
（2）難鍵灘難購鰯雛難
（3）生徒の諸活動についての連絡調整
（4）学校行事への協力
（5）ボランティア活動などの社会参加
解決、学級内の組織づくりや仕事の分
担処理、学校における多様な集団の生
活の向上など
（2）個人及び社会の一員としての在
り方、健康や安全に関すること。
ア青年期の不安や悩みとその解決、
自己及び他者の個性の理解と尊重、
社会の一員としての自覚と責任、男
女相互の理解と協力、望ましい人間
関係の確立、ボランティア活動の意
義の理解など
イ心身ともに健康で安全な生活態度
や習慣の形成、性的な発達への適応、
学校給食と望ましい食習慣の形成な
ど
B生徒会活動
徒をもって組織する生徒会において、
学校生活の充実や改善向上を図る活
動、生徒の諸活動についての連絡調整
に関する活動、学校行事への協力に関
する活動、ボランティア活動などを行
うこと。
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1目標〔学校行事〕
よりよい学校生活を築こうとする自主
的、実践的な態度を育てる。
2内容全校又は学年を単位として、学校生
活に秩序と変化を与え、学校生活の充
実と発展に資する体験的な活動を行う
こと。
（1）儀式的行事
学校生活に有意義な変化や折り目を
付け、厳粛で清新な気分を味わい、新
しい生活の展開への動機付けとなるよ
うな活動を行うこと。
（2）灘籐的行事
平素の学習活動の成果を発表し、そ
の向上の意欲を一層高めたり、！灘顯磯難
うこと。
（3）健康安全・体育的行事
心身の健全な発達や健康の保持増進
などについての理解を深め、安全な行
動や規律ある集団行動の体得、運動に
親しむ態度の育成、責任感や連帯感の
酒養、体力の向上などに資するような
活動を行うこと。
（4）旅行・集団宿泊的行事
平素と異なる生活環境にあって、見
聞を広め、自然や文化などに親しむと
ともに、集団生活の在り方や公衆道徳
などについての望ましい体験を積むこ
とができるような活動を行うこと。
（5）勤労生産・奉仕的行事
勤労の尊さや創造することの喜びを
かかわる啓発的な体験が得られるよう
にするとともに、i一「，
C学校行事
を単位として、学校生活に秩序と変化
を与え、集団への所属感を深め、学校
生活の充実と発展に資する体験的な活
動を行うこと。
（1）儀式的行事
学校生活に有意義な変化や折り目を
付け、厳粛で清新な気分を味わい、新
しい生活の展開への動機付けとなるよ
うな活動を行うこと。
（2）灘饗的行事
平素の学習活動の成果を総合的に生
かし、その向上の意欲を一層高めるよ
うな活動を行うこと。
（3）健康安全・体育的行事
心身の健全な発達や健康の保持増進
などについての理解を深め、安全な行
動や規律ある集団行動の体得、運動に
親しむ態度の育成、責任感や連帯感の
酒養、体力の向上などに資するような
活動を行うこと。
（4）旅行・集団宿泊的行事
平素と異なる生活環境にあって、見
聞を広め、自然や文化などに親しむと
ともに、集団生活の在り方や公衆道徳
などについての望ましい体験を積むこ
とができるような活動を行うこと。
（5）勤労生産・奉仕的行事
勤労の尊さや創造することの喜びを
体得し、職業や進路にかかわる啓発的
な体験が得られるようにするととも
に、ボランティア活動など社会奉仕の
精神を養う体験が得られるような活動を
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活動などの社会奉仕の精神を養う体験
が得られるような活動を行うこと。
第3指導計画の作成と内容の取扱い
（割愛）
行うこと。
第3指導計画の作成と内容の取扱い
（割愛）
●考察
●「第1目標」について
「よりよい人問関係を築こうとする自主的・実践的な態度を育てる」
という文言が付け加えられた。これは、昨今、携帯電話（メール）など
の機器が人間関係の媒介となり、伴って、直接的な関係づくりを不得手
とする子どもたちが増えていることへの対応である。人間関係を築く力
は、特別活動を実践する上での前提であり、目標でもある。実態に鑑み、
具体的に何をどのように実践していけばよいのか、学校現場において研
究を重ねていくことが求められている。また、各活動（学級活動・生徒
会活動・学校行事）の目標が新たに設定された。それぞれのねらいが明
らかにされたことにより、特別活動そのものの在り方が明確になったと
いってよい。
●「学級活動」について
「学級における生活づくり」が「学校における生活づくり」の基盤
として位置付けられ、「適応」「成長」「健康安全」「学業」「進路」へ
の方向付けが示されている。「など」という文言が割愛されたのは、
17項目をきちんと押さえることを求めているのである。35時間の活
動とともに、教科・領域との関連を図って行われることとなろう。
教育活動の様々な流れから、「ボランティア活動への参加」（生徒会
活動とも関連）「食育」「働くことの意義」（キャリア教育との関連）
が新たに付け加えられた。また、「青年期」が「思春期」に改められ
た。子どもから大人への過渡期に焦点を当て、教育相談活動などと
の関連を図り、よりよい成長をめざすという意味合いを含んでいる。
●「生徒会活動」について
学校における教職員の若年化により、生徒会活動の指導に当たること
ができる教師が少なくなっている現状がある。ともすると予算の執行と
行事の運営だけで終わってしまうことにもなりかねない。「生徒会の計
画や運営」が付け加えられたのは、原点に戻って生徒会活動を指導して
いこうとする姿勢を示したものだといえる。授業時数の増加や週5日制
の中で、どのように活動の時間を生み出していくかが課題である。
●「学校行事」について
「学芸」のみでなく、日本文化を継承する意味合いから、裾野を広げ
た「文化」という記述に改めたれた。また、キャリア教育から「職場体
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験」が、ボランティアなどの「共生」から「共に助け合って生きること
の喜びを体得し」という文言が付け加えられた。
●「指導計画の作成と内容の取扱い」について
「各教科領域との関連（特に道徳との関連重視）」「中一ギャップの克
服」「話し合いなど言語活動の積極的導入」「生徒指導や教育相談との関
連」「体験活動の充実」が改善のポイントである。
課題としては、「教育課程における位置付け」「時数の確保」「部活動
との関連」「評価の在り方」などが挙げられる。
V［おわりに
今回は、表題に示した如く平成20年3月改訂の学習指導要領（小学校と
中学校の特別活動）に視点を当て、それと旧学習指導要領との対比を試
み、それを基に特別活動改訂の様相を探ってきた。前述の如く今回の学習
指導要領においては、人間関係の育成の充実、発達課題に即した指導の充
実、言語活動の充実等を中核に据えて改定されていることが明らかになっ
た。人問関係の育成の充実をめぐっては、特別活動の目標、そして「学
級活動」「児動会活動」「クラブ活動」「学校行事」等のそれぞれの目標に
「人間関係」という文言が位置付けられたことからもその重要性は理解で
きよう。次いで、発達課題に即した指導の充実をめぐっては、例えば「学
級活動」においては、低・中・高学年毎に適切な活動が行われるよう、そ
れぞれの段階毎に活動内容（「望ましい人問関係」と「よりよい生活づく
り」等の二者について具体的に）が掲げられ、指導の方途が明らかになっ
た。その次の言語活動の充実をめぐっては、「学級活動」「児動会活動」
「クラブ活動」「学校行事」等いずれの活動も話す、聞く、書く等の言語
活動を導入し、その内容を定着せしめようとしていることが明らかになっ
た。
斯様な特別活動の改訂のポイントに鑑み、今後は特別活動における学習
指導の展開の構想を具体的に検討していくことが課題となろう。この課題
をめぐっては、稿を改めて論じることにする。
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